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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第77号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　令和４年度の秋田南高校同窓会南翔の総会が７月９

日、秋田市のＡＮＡクラウンプラザホテル秋田に48人が

出席して開かれました。昨年、一昨年とコロナ禍により

中止となっており今回も難しい判断となりましたが、３

年ぶりの開催となりました。

　開会に当たり、山岡緑三郎会長が挨拶に立ち「３年ぶ

りに総会並びに南翔の集いを開催することができまし

た。秋には母校創立60周年記念式典が新装なったあきた

芸術劇場ミルハスで行われます。本日は過去２年間の会

務等の報告もさせていただきますが、慎重なる審議をお

願いいたします」と述べました。

　続いて、伊藤雅和校長が「昨年の春赴任いたしました。

平成８年以来２度目になりますが、当時の生徒はやん

ちゃで元気な生徒が多かったです。今の生徒はおとなし

くて素直な印象ですが、行動力と発言力があります。自

分の意見を言うべき場面で的確に表現する能力があり

ます。これも平成27年から５年続いたＳＧＨ（スーパー

グローバルハイスクール）の成果だととらえています。

中高一貫校となって７年目。今春は輝かしい進学実績を

残してくれました。これからも同窓会の皆様のご理解を

賜りより良い学校づくりを目指しますのでご支援よろ

しくお願いいたします」と挨拶されました。

　総会に続き、南翔の集いが開かれご来賓、同窓生ら105

人が出席し３年ぶりに旧交を温めました。

コロナ禍のなか３年ぶりに南翔・総会が開催される
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　同窓会事務局より総会の議事内容について簡単に報
告させていただきます。
　まず初めに３年ぶりの総会開催となりましたので、令
和元年・２年度事業報告、同元年・２年度収支決算報告、
同元年・２年度会計監査報告について説明いたしまし
た。その後議事に入り議案第１号令和３年度事業報告、
議案第２号収支決算報告が承認され、会計監査報告がな
されました。引き続き同４年度事業計画案と収支予算案
が原案通り満場一致をもって承認されました。
　総会前の理事会にて、総会参加者以外の会員にも前年
度の一般会計収支決算と今年度の一般会計収支予算を
周知するべきではないかとの声が上がりましたので、今
年度より南翔ホームページに掲載することにいたしま
した。

「南 翔」 総 会 報 告
　現在母校創立60周年でご協力いただいている募金は
Wi-Fi環境の整備など教育環境の向上に使用いたしま
す。県費で昨年度、普通教室には整備されましたが、さら
に特別教室や体育館にもアクセスポイントを追加し校
舎内どこでも使用できる環境を整えていきます。また、
母校のエンパワーメントプログラムなど今後10年間の
教育活動を支援してまいります。
　コロナ禍で２年間開催できなかった総会が皆様のご
協力で無事終えられたことにほっとしております。本当
にありがとうございました。
　次回はコロナ禍という言葉が過去のものになってい
るよう願わずにはいられません。

同窓会事務局　副会長　関優子（12期）

南 翔 の 集 い南 翔 の 集 い

　目標金額は1000万円です。多くの賛同者の力で母校創
立60周年に、同窓生として力強く寄与しましょう。
　10月15日（土）には「秋田南高等学校創立60周年記念式
典」をあきた芸術劇場ミルハスにて開催します。時間の
許す方はぜひ参加してお祝いして下さい。
　尚、その後の祝賀会は中止となっております。

余談・・・集いの翌日10日、母校野球部が甲子園を目指し、
初戦グリーンスタジアム横手で戦いました。晴天の気温
が高いなか、二日酔いの１期、３期、13期の３人で応援に
駈けつけました。その初戦の勝利から２年連続５度目の
決勝に進出したことは記憶に新しいことと思います。残
念ながら創立60周年に花を添える事はできませんでし
たが、２年連続５度目の決勝進出に大拍手を送りたいと
思います。「悲願の甲子園出場」手が届くところまで来て
います。
　この夏の悔しさを忘れず、全同窓生で応援していきま
しょう！

　２年前、昨年、そして今年の担当期となる13期・14期・
15期の３つの期が実行委員になり、担当の畠山副会長と
開催に向けて打ち合わせを重ね、南翔の集い開催に漕ぎ
着けることが出来ました。
　何事もそうですが、中断すると普通にできていた事が
分からなくなることがあります。３年前の資料を確認し
ながら、過去を思い出しながらの打ち合わせでした。「継
続は力なり」です。なるべくなら中断は避けたいもので
すね。
　コロナ禍ではありましたが３年振りの開催なので、集
いに飢えている人がいると勝手に想定して、参加目標人
数を150名としました。結果残念ではありましたが、ちょ
うどピッタリの７割105名の参加となりました。
　集いは、元祖爆笑王こと高橋裕幸氏（19期）の司会で始
まり、山岡会長（３期）の挨拶、伊藤校長の来賓挨拶、穂積
市長（12期）の乾杯そして懇親会～母校の映像放映によ
るアトラクション、最後に実行委員長の私がお礼を述べ
させていただき、滞りなく進んでいきましたが、緊張し
ていたのか高橋氏には珍しく、カミカミの司会でした（笑）
　ところで、母校秋田南高校は今年創立60周年を迎えて
います。
　母校は60周年記念事業として招待試合等様々な事業
を行なっていますが、私達同窓会としてはこの記念すべ
き年に、母校の更なる教育環境の向上を図るための事業
として、環境整備（校舎内のWi-Fi設置）及び今後10年間
の教育活動を支援することを目標に立てています。この
事業は一部の同窓生だけの支援では成し遂げられませ
ん。同窓生皆さんの熱い厚意により達成されるものです。

実行委員長　吉田　一生（13期）
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　会員の皆様におかれましてはますますご清祥のこと

と存じます。

　同窓会支援のため、会員の皆様方から多くの寄付を寄

ていただき、まことにありがとうございます。先日開催

されました南翔の集いにおいても皆様方のご協力を得

ることができ、ありがたく存じます。

　本年は母校の創立60周年を迎えるにあたり、同窓会と

いたしましては母校のさらなる教育環境の向上を図る

ため、母校校舎内のWi-Fi環境整備および今後10年間の

教育活動を支援することといたしました。

　ついては、厳しい経済環境にありますが、右記により

寄付金を募りますので、よろしくご協力のほどお願い申

しあげます。

志を高く～令和３年度入試の概況～

秋田県立秋田南高等学校・中等部

進路指導主事　渡部　恵子

　本校の進路方針は「志を高く」。生徒は、自分の将来の

展望に基づき、大学について探究し、第一志望を定め、そ

の志望を貫き、進路実現を目指している。

　令和４年３月には、中高一貫校として６年を経て、中

等部１期生を含む58期生が卒業した。　

　国公立大学の合格者は138名。卒業生の約60％が国公

立大学に合格している。私立大学の合格者は178名。東京

大学３名、東北大学17名（内過卒１名）、北海道大学７名

（内過卒１名）、国際教養大学５名、秋田大学医学部医学

科３名（内過卒１名）、早稲田大学３名、慶應義塾大学１

名が合格。

　本校は「獨立自尊」の精神のもと、学習、部活動、探究活

動を通して人生を切り開く力、チャレンジ精神を養い、

グローバルリーダーの育成を目標としている。グローバ

ルリーダーたるべく進路実現でもチャレンジ精神を発

揮している南高生である。

※)このたびの募金は「母校創立60周年記念」によるものです

が都合により新たな口座を開設できなかったため前回の「50

周年記念」の口座を活用することをご了承ください。

　また、振込手数料は各自でご負担していただくようご理解

とご協力をお願いいたします。

同窓会副会長　沢井澄夫（７期）

60周年記念募金について

　　　　　　　　　2022年 大学別合格・進学状況　現役生　　　　（抜粋）
区分 学校名 合格 進学 区分 学校名 合格 進学

国 

立

北海道大 6 6
公 

立

秋田県立大 2 2
弘前大 4 4 システム (1) (1)
岩手大 3 3 生物資源 (1) (1)
東北大 16 15 国際教養大 5 4
　　　文 (3) (2) 管 外 国立看護大 (1) (1)
　　　法 (1) (1) 国公立管外　計 

(上記以外含む) 138 130
　　　経済 (3) (3)
　　　理 (2) (2)

私 

立

東北学院大 9 3
　　　工 (4) (4) 秋田日赤看護 10 1
　　　医 (2) (2) 青山学院大 2 2
　　　薬 (1) (1) 慶應義塾大 1 1
宮城教育大 4 4 中央大 3 1
秋田大 45 42 フェリス女子 2 1
　　　教育文 (19) (18) 早稲田大 3 3
　　　国際資 (2) (2) 順天堂大 3 2
　　　理工 (15) (14) 日本大 6 2
　　　医 (9) (8) 法政大 8 3
山形大 5 5 立教大 6 2
筑波大 2 2 立命館大 3 1
東京学芸大 2 2 私立大　計 

(上記以外含む) 178 59
東京大 3 3

文III (2) (2)
・私立短大進学　：２名 
・専門／各種進学：３名

理I (1) (1)
お茶の水女子 1 1
新潟大 8 7

1

進　学　状　況

【取扱金融機関】

秋田銀行 本店 普通 1027002 口座名:ナンコウキネン

北都銀行 本店 普通 6372495 口座名:ナンコウキネン

ゆうちょ銀行 02280-9-110688

 口座名:秋田南高校50周年特別記念事業実行委員会

南翔ホームページをご覧下さい 南翔HPは　南翔　秋田南
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TEL:018(846)0977　FAX:018（846）2469
E-mail:info@fru-ru.jp

ホームページ:http://www.fru-ru.jp

24期E組卒

株式会社

フィデア情報総研
参事 （第14 期Ｉ組卒）金澤 邦雄

執行役員 （第18 期Ｇ組卒）三河 雅則
（第19 期Ｉ組卒）加藤 尚之

データセンタ事業部長

医療福祉部長

民需営業部長

（第19 期Ｉ組卒）菅原 英樹
（第24期 D組卒）冨樫 　卓

〒010-0951
018-883-0200 https://www.fir.co.jp/

秋田市山王三丁目４番23号

ＩＣＴの利活用で地方創生に貢献します

創立60周年記念事業

疋田　晋（33期） 古屋定治（34期）

加藤伸一（31期）

バスケ部OBの皆さん

60周年記念キャッチフレーズ

野球審判員　左から
1B：桜庭淳一（28期）、PL:松田一秀（26期）、
2B：佐々木達也（33期）、3B佐々木秀樹（18期）

独唱「栄冠は君に輝く」　武藤沙和（53期）
桐朋学園大学大学院修士課程在学

サッカー開会セレモニー

バスケOB

審判員
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60周年にプレーボール！
　母校創立60周年に際し、心よりお慶びを申し上げます。

　さて、今年の４月に開催された、同じく創立60周年を

迎えられた大曲工業高校との野球記念試合においては、

球審を行う栄誉を賜りました。

　私は現在、秋田県野球

協会所属の審判員とし

て、都市対抗野球や高校

野球など年間約80試合

ほどの試合に携わって

おります。普段は公平性

を保つ理由で、母校の

試合を観戦することは

あっても、その試合に直

接関わることはありま

せん。今年の夏の大会

も、母校が戦っている同

じ時間に、別の球場で

他校の審判をしておりました。それだけに今回の記念試

合のお話を頂いた時から、後輩達の躍動に間近で関われ

る、見られる、そして感じられる事をとても楽しみにし

ておりました。また、一緒に試合に携わった他３人の審

判員も全員母校OBであり、先輩、後輩の審判員と試合を

進行させていくという緊張感を持ちながらも楽しい時間

を過ごさせていただきました。

　高校時代、私は野球部でしたが、その当時はまだ旧校

舎でグラウンドも現在のような立派なものではなく、毎

日石拾いをしても翌日にはまた石が地中から出てくる

ような環境でした。それでも暗くなるまで球友たちと

松田　一秀（26期）
野球部OB
野球審判員

日々白球を追いかけ

た３年間でした。

　私が審判員を志し

た理由の一つに、高

校３年生の最後の夏

の大会の思い出があ

ります。その日はと

ても暑く、延長戦ま

でもつれこむ熱戦で

した。鍛錬してきた

はずの体も限界が近

づいてきた時、審判

員の方に、「ここから

頑張れ！」「まだ踏ん

張れる！」と、試合の合間毎に声を掛けて頂きました。正

直、仲間達からの声援以上に力になったことを覚えてお

ります。私も、この一戦、この一球にすべてを懸けてくる

球児の力になりたい、そんな戦いを支えていきたいと思

い、現在に至ります（その分、責任重大ですが・・）。そして

公平かつ的確な判定を行うのはもちろんですが、あの時

と同じように球児達が勇気の出る一声を攻守交代の時

に掛けています。甲子園出場が決して夢ではない位置に

いると思います。後輩達には、自分のため、仲間のため、

支えてくれている家族のため、毎日の努力を重ねていた

だき、是非、悲願の甲子園出場を期待しております。

　ただ、ほんの少しでいいので60年に及ぶ多くのOB・OG

達の思いも感じていただければ幸いです。

　頑張れ！秋田南高校！

株式会社 宇 佐 見 経 営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）

税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195
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我々は夢を諦めない！　何度でも挑戦！

野球 決勝戦 対能代松陽

写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期）

報 告 会
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運 動 部 活 動運 動 部 活 動
硬式野球部
第70回春季東北高校野球秋田県大会
２回戦敗退　5-９ 大曲工業
第104回全国高校野球選手権秋田大会
準優勝　3-6 能代松陽
剣道部
第45回秋田県女子剣道段別選手権大会
女子　二段の部　３位　菅原　陽菜、宇佐見千紘
第61回秋田県剣道段別選手権大会
男子　三段の部　優勝　小野　太心　　準優勝　淡路航志朗
　　　二段の部　優勝　五十嵐唯人　　３　位　小野寺平良
令和4年度玉竜旗高校剣道大会
男子団体　ベスト８
　　　　　優秀選手賞　東海林健太
　　　　　敢闘賞　　　五十嵐　颯
第68回県高校総合体育大会（全県総体）
サッカー部　 ベスト８（準々決勝　1-3 新屋）
陸上競技部
女子　100m  ４位　吉田　小都子
　　　200m  ５位　石井　月乃
　　　400m  ６位　石井　月乃
　　　100mH  ４位　相場　心
　　　400mH  ４位　相場　心
　　　4×100mリレー ３位　東海林、吉田、相場、石井
　　　4×400mリレー ３位　佐藤、吉田、佐々木、石井
　　　走幅跳  ２位　五十嵐真優
   ３位　二階堂陽依
　　　棒高跳  ３位　三浦　真子
　　　砲丸投  ３位　櫻庭　朱里
男子　110mH  １位　柴田　朗大
　　　5000m  ５位　馬場浩太郎
　　　3000m障害 ４位　馬場浩太郎　
　　　4×400mリレー ５位　石井、阿部、福岡、高野
　　　走幅跳  ５位　鎌田　藍璃
　　　砲丸投  ６位　石井　健資
　　　やり投  １位　岡部　倖也
学校対抗総合　女子２位　男子７位　
剣道部　女子団体　３位
　　　　　　個人　優勝　宇佐見千紘
　　　　　　優秀選手賞　齊藤　桜
　　　　男子団体　優勝
　　　　　　個人　優勝　小野　太心
　　　　　　　　　ベスト８　　東海林健太、淡路航志朗
　　　　　　　　　優秀選手賞　小野　太心、東海林健太
バスケットボール部　男子　ベスト８(準々決勝 57-73 平成)
アーチェリー部
女子　１位　保坂　優奈　　２位　佐藤　彩来
　　　３位　野呂このは　　４位　柳沢　理名
男子　１位　堀　歩夢　　　２位　松本　大翼
　　　３位　佐々木優太　 　　　　　
レスリング競技　　女子個人47キロ級　１位　鈴木　彩音
ハンドボール競技　男子　３位　　優秀選手賞　佐藤　隼太
水泳部
女子　200m自由形 ３位　金澤　泰子
　　　200mバタフライ ７位　加賀谷　翠
　　　400m個人メドレー ３位　金澤　泰子
男子　総合１位
　　　50m自由形 ４位　佐藤　時絃
　　　200m自由形 ５位　鈴木　健友
　　　400m自由形 ７位　鈴木　健友

文 化 部 活 動文 化 部 活 動

　　　100m平泳ぎ ７位　甲斐　爽太
　　　200m平泳ぎ ７位　甲斐　爽太
　　　100mバタフライ １位　斎藤　彗玖
   ３位　土田　瑛心
　　　200mバタフライ １位　斎藤　彗玖
   ６位　土田　瑛心
　　　200m背泳ぎ ７位　村上　隆道
　　　200m個人メドレー １位　鈴木　大斗
   ２位　川口　伝央
　　　　　　　　　　　　３位　佐藤　時絃
　　　400m個人メドレー １位　鈴木　大斗
   ２位　川口　伝央
　　　400mフリーリレー １位　鈴木、斎藤、川口、土田
　　　800mフリーリレー １位　土田、川口、斎藤、鈴木
　　　400mメドレーリレー１位　鈴木、甲斐、斎藤、川口
東北高校選手権
陸上競技部
女子　400m　準決勝敗退　石井　月乃
　　　4×100mリレー 準決勝敗退
　　　4×400mリレー 準決勝敗退
男子　110mハードル 準決勝敗退　柴田　朗大
レスリング競技　女子個人47キロ級 １位　鈴木　彩音
剣道部　　　　　女子個人　３位　宇佐見千紘
　　　　　　　　男子個人　優勝　東海林健太
   　３位　小野　太心
アーチェリー部
女子　ベスト８　　男子　ベスト８
水泳部　男子　200mバタフライ　　４位　斎藤　彗玖
　　　　　　　　 400m個人メドレー　３位　鈴木　大斗
躍動の青い力　四国総体2022（インターハイ）
レスリング　女子個人47キロ級 ５位　鈴木　彩音
剣道部　　　女子個人　2回戦敗退　宇佐見千紘
　　　　　　男子団体　予選敗退
　　　　　　　　個人　2回戦敗退　小野　太心　
水泳部
男子　400m個人メドレー　予選敗退(県高校新)　鈴木　大斗
　　　100mバタフライ　　予選敗退　斎藤　彗玖

　

第46回全国高校囲碁選手権秋田県大会
個人戦準優勝　浅野　巴
第46回全国高校総合文化祭（とうきょう総文2022）
囲碁団体　浅野　巴
文芸部　文芸部誌部門
美術部
第64回秋田県美術展覧会
デザイン部門
入選　犬塚　彩華、出澤あゆち、舘洞　百音、赤根谷月美
写真部
第42回秋田県高等学校写真連盟展　特賞　「旅路」柏木　心寧
放送委員会
第69回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト秋田県大会
朗読部門　優秀賞　堀　柚葉
アナウンス部門　入選　千馬　裕河、笛木りのあ
自然科学部
齋藤憲三・山﨑貞一顕彰会研究助成認定
味覚調査班：「万能調味料の塩味・うま味増強香気成分による
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　減塩効果の研究」
マイクロプラスチック調査班：「猿田川の土壌や水生動物に
　　　　　　　　 含まれるマイクロプラスチックの研究２」
吹奏楽部
全日本吹奏楽コンクール第64回秋田県大会
金賞　髙橋紘一賞　　
第65回東北吹奏楽コンクール　金賞
　全国大会出場決定（10月23日、名古屋国際会議場）
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る60周年式典は、大いに期待をしている。残念ながら感

染防止のために客席を満員にすることはできないが、同

窓生共々関係者みんなで喜び、そして母校が新たな70周

年に向かって進んでいっていただきたい。

熊谷正司（４・Ａ）

■春の叙勲
『瑞宝小綬章』
高田屋敏夫氏（教育功労・第十三代校長）
（令和４年８月29日逝去）
米田　進氏（教育功労・第十六代校長）
■ゆうちょ払込加算料金について
　2022年１月17日より「現金」による払込
の場合、110円の加算料金が発生し、皆様
のご負担となります。ご留意いただけま
すようお願いいたします。※ゆうちょ口
座からのお支払いは無料です。

■60周年記念タオル発売中
１枚 1500円 500枚限定販売
申し込みは南翔ホームページから

 　暑い夏も終わりを告げ、とても過ごしやす

い季節となってきた。

　今年の夏も昨年に引き続き野球秋田県大会

で決勝進出、対能代松陽戦で熱く燃えた。準決

勝で対明桜戦、いい形で勝利したので、甲子園

初出場の大きな期待を込めて応援に出向い

た。結果は残念だったが、選手・監督・関係者のご苦労に

拍手をおくりたい。まだまだチャンスは続く。

　新装になった「あきた芸術劇場ミルハス」で開催され

秋田　南翔
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✿創立6 0周年記念式典

✿創立6 0周年記念事業

　 　 ▷剣道部招待試合

　 　 ▷ピアサポート 研修

✿没後5 0年
　 信太四郎初代校長先生墓参

✿第十三代校長高田屋敏夫先生追悼

✿野球部インタビュー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  et c . 
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-生徒に対して心がけていること
金森：自分で道を切り開いていく力をつけて卒業してほ
しい。そのために私が何をすべきかを常に考えている。
今の生徒は、コロナ禍で練習ができず、休校になれば学
校で勉強もできない経験をしている。「自分は何をすれ
ばいいのか」ともがき苦しんだ時期もあったかと思う
が、どんな状況でも自分で道を切り開く強さをもってほ
しい。そのための土台を私がつくらなければならない
し、その幅を広げたい。努力し、積み重ねることで強くな
り、その成果が今回の結果に繋がったと思う。剣道は反
復練習が基本。基本から自身を磨く心をもち、人間性を
高めていけるよう私もぶれずに指導していく。

　努力する姿は美しい。宇佐見さんは厳しい練習でくじ
けそうになってもそれだけ期待されているからだと自
らを奮い立たせ落ち込むことはない。
　金森先生の前向きな姿を生徒たちは見ている。そして
先生もそれに答えるべく努力を惜しまない。剣道に対し
ては厳しいが暖かい気持ちが言葉の端々から伝わって
きた。　　　　　　　　　　　　　　雅樂代昭子(16期)

-全県総体で優勝、インターハイ出場について
宇佐見：「挑戦しよう」という気持ちで臨んだ。これまで
の先生の教えを大事に攻め負けないことを念頭におき
冷静に戦った。決勝戦の前には、自作の「剣道ノート」を
振り返ることで気持ちを整えることができた。常に自分
の剣道、南高の剣道を心がけることを大事にしている。
インターハイでは、これまで積み重ねてきたことの延長
線上にあると捉え、先生の指導を信じ、力を出し切るこ
とに集中した結果、楽しく感じた。
-今後の目標と将来について
宇佐見：インターハイでは力不足を感じ、今後は技術を
つけるため頑張る。来年は団体で出場できるよう稽古に
励みたいし、個人でも優勝を目指す。将来は看護師を目
指していて、剣道を続けるかどうか、迷っている。
-宇佐見さんの戦いぶりについて
金森：緊張はあったと思うがいつも通りの剣道をしてく
れた。成長しているし、まっすぐでその良さは結果に結
びつく。努力できることは才能だし、今回結果が出たこ
とを自信として次に繋げてほしい。

剣道部女子　宇佐見千紘さん（高２・二段）
「第68回全県高校総体」にて南高では初めて女子個人で優勝

　　　監督　金森　康臣先生（38期・錬士六段）
「第69回全日本剣道選手権大会」に秋田県代表で出場

　インタビュー


